大正 十一 一年の 冬 (？ )、 僕 は どこから か タク シィに 乗 

ほんが う ぁゐ そめば し くだ 

リ、 本郷 通り を 一 高の 横から 藍染 橋へ 下らう として ゐ 

ま つくら わ うら い 

た。 あの 通り は 甚だ 街燈の 少ぃ、 いつも 真暗な 往来で 

ある。 そこに やはり 自動車が 一 台、 僕の タク シィの 前 

を 走って ゐた。 僕は卷 煙草 を啣 へながら、 勿論 その 車 

に 気 もとめなかった。 しかし だんだん 近寄って 見る と、 

—— 僕の タク シィの へ ッド • ライトが ぼんやり その 車 

きんいろ からくさ 

を 照らした の を 見る と、 それ は 金色の 唐艸 をつ けた、 

葬式に 使 ふ 自動車だった。 

むろ ふさいせ い かる ゐざは 

大正 十三 年の 夏、 僕 は 室 生 犀 星と 軽 井沢の 小 みちを 

やまず な い か 

歩いて ゐた。 山 砂 もしつ とりと 湿気 を 含んだ、 如何に 



ももの 静かな 夕暮 だった。 僕 は 室 生と 話しながら、 ふ 

と 僕 等の 頭の 上 を 眺めた。 頭の 上に は 澄み渡った 空に 

黒ぐ ろと ァカシ ャが枝 を 張って ゐた。 のみならず その 

ち少ノ ： ち) 

又 枝の 間に 人の 脚が 二 本 ぶら 下って ゐた。 僕 は 「あ 

また 

つ」 と 言って 走り出した。 室 生 も 亦 僕の あとから 「ど 

うした？ どうした？」 と 言って 追 ひかけ て 来た。 僕 

はづか なん ご ま か 

はちよ つと 羞 しかった から、 何とか 言って 護摩 化し 

てし まった。 

きくち ひろし くめ まさを う ゑ むらそう いち 

大正 十四 年の 夏、 僕 は 菊 池 寛、 久米正 雄、 植村宋 一 、 

なか やまたい やう だう つき ぢ まち あ ひ 

中 山 太陽 堂 社長な どと 築地の 待合に 食事 をして ゐた。 

僕 は 床柱 の 前に 坐り、 僕の 右に は 久米正 雄、 僕の 左に 



めいめい うち 

僕に 冥々 の 裡に或 警告 を 与へ てゐ る、 —— そんな こと 

を はっきり 感じた のだった。 

くげぬ ま 

(大正 十五 年 四月 十三 日鵠 沼に て 浄書) 
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